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★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝
け
」

が
人
気
を
博
し
て
い
る
。
出
演
俳
優
の
好

演
技
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
の
ス

ト
ー
リ
ー
も
興
味
が
あ
る
。
幕
末
か
ら
明

治
へ
と
激
し
く
動
く
時
代
に
、
志
の
高
い

人
物
が
、
国
の
た
め
に
良
か
れ
と
思
っ
て
働
く
姿
に
感

動
す
る
。
★
わ
が
国
は
徳
川
幕
藩
体
制
が
倒
れ
た
も
の

の
、
明
治
新
政
府
は
、
国
家
を
ど
う
運
営
す
る
の
か
、

全
く
明
確
な
方
針
が
な
か
っ
た
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
欧

米
列
強
の
植
民
地
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
経
済
を
豊
か

に
し
て
、
軍
事
力
を
強
化
す
る
、
殖
産
興
業
、
富
国
強

兵
を
目
指
す
し
か
な
か
っ
た
。
★
そ
の
た
め
に
は
、
脱

亜
入
欧
、
つ
ま
り
後
進
国
ア
ジ
ア
と
の
か
か
わ
り
を
捨

て
、
西
洋
の
制
度
、
文
物
を
取
り
入
れ
て
、
1
日
も
早

く
近
代
国
家
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
渋
沢
栄
一

は
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
日
本
の
経
済
を
近
代
化
す
る

こ
と
に
尽
力
し
た
。
★
一
方
、
官
の
立
場
か
ら
、
西
洋
の

優
れ
た
制
度
を
導
入
す
る
人
も
出
て
き
た
。
明
治
4
年

に
は
前
島
密
が
郵
便
制
度
を
導
入
し
た
。
そ
し
て
、
薩

摩
藩
士
で
あ
っ
た
川か

わ

路じ

利と
し

良よ
し
が
、
パ
リ
で
警
察
制
度
を

学
び
、
明
治
7
年
、
わ
が
国
に
近
代
的
な
警
察
制
度
を

創
立
し
た
。
★
川
路
は
、
同
郷
の
西
郷
隆
盛
と
は
7
才

年
下
、
若
い
時
か
ら
、
西
郷
に
目
を
掛
け
ら
れ
た
。
新

政
府
に
出
仕
し
て
、
西
郷
の
推
薦
で
パ
リ
に
留
学
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
川
路
に
と
っ
て
、
西
郷
は
、
ま
さ
に

人
生
の
恩
人
で
あ
る
。
★
明
治
10
年
、
西
南
戦
争
が
勃

発
し
た
。
新
政
府
と
西
郷
率
い
る
薩
摩
軍
と
の
戦
い
で

あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
新
政
府
の
警
察
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
た
川
路
は
、
恩
人
西
郷
と
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

人
生
と
は
誠
に
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。
郷
里
の
英
雄
西

郷
と
一
戦
を
交
え
た
川
路
は
、
薩
摩
で
は
裏
切
者
と
し

て
、
人
々
の
反
感
を
買
い
、
長
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。

令 和3年
No.335

参議院予算委員会で答弁する岸田首相

恒 心恒 心

12月号

聞
き
上
手
に
野
党
攻
め
あ
ぐ
ね
る

内閣成立後初の本格的国会論戦内閣成立後初の本格的国会論戦
丁寧で安定感のある首相答弁丁寧で安定感のある首相答弁

内閣成立後初の本格的国会論戦　内閣成立後初の本格的国会論戦　
丁寧で安定感のある首相答弁丁寧で安定感のある首相答弁

12
月
6
日
、
第
207
回
国
会
が
召
集
さ
れ
、
同
日
衆
参
本
会
議
場
で
、
内

閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説
が
行
わ
れ
た
。
8
、
9
、
10
日
に
は
、
衆

参
本
会
議
で
、
総
理
大
臣
の
所
信
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
総
選
挙

後
、
野
党
第
1
党
立
憲
民
主
党
の
代
表
が
交
代
、
泉
代
表
は
立
憲
民
主
党

は
建
設
的
野
党
を
目
指
す
と
表
明
し
た
。
代
表
の
質
問
内
容
か
ら
、
立
憲

の
姿
勢
が
少
し
変
わ
っ
て
来
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
。
代
表
質
問
後
、

衆
参
の
予
算
委
員
会
が
開
か
れ
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
案
の
質
疑
に

入
っ
た
。
15
日
に
は
、
衆
議
院
本
会
議
で
補
正
予
算
案
が
可
決
、
16
日
か

ら
舞
台
は
参
議
院
に
移
り
、
20
日
に
は
参
議
院
で
も
可
決
、
補
正
予
算
案

が
成
立
し
た
。
衆
参
予
算
委
で
は
、
各
会
派
の
議
員
か
ら
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
経
済
対
策
、
子
育
て
世
帯
へ
の
10
万
円
の
給
付
金
等

に
質
問
が
集
中
し
た
。
今
後
補
正
予
算
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
各

種
施
策
の
執
行
に
支
出
さ
れ
、
日
本
経
済
が
上
向
き
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
で

萎
縮
し
て

い
る
社
会

が
、
明
る

さ
を
取
り

戻
す
こ
と

を
期
待
し

た
い
。
来

年
こ
そ
、

コ
ロ
ナ
禍

か
ら
脱
却

し
、
健
全

で
、
明
る

い
社
会
に

な
っ
て
ほ

し
い
。
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二 丿 湯 大 臣 の 公 務 と 現 地 視 察

③11月29日
全国公安委員会連絡会議

（公安委員長室：リモート形式）

②11月26, 27日
福徳岡ノ場の噴火による軽石漂着等に係る

現場視察（鹿児島県奄美市）

①11月25日
令和3年全国暴力追放運動中央大会

（明治記念館）

⑥12月1日
犯罪被害者週刊広報啓発イベント
（東京都中央区立日本橋公会堂）

⑤12月1日
安全運転サポート車の機能の確認

（東京都江東区）

④11月30日
令和元年5月に発生した交通事故の現場
を訪れ、黙祷をささげる（滋賀県大津市）

⑨12月10日
黒岩神奈川県知事より要望書手交

（内閣府大臣室）

⑧12月3日
STOP! オレオレ詐欺47決起集会（明治記念館）
前列左から3人目、杉良太郎警察庁特別防犯対策監

⑦12月2日
小型農業ロボットの機能の確認

（合同庁舎2号館敷地内）

⑫12月22日
心療内科クリニック放火事件現場視察

（大阪市北区曽根崎新地）

⑪12月18日
鍋
なべ

田
た

上
かみ

水
すい

門
もん

視察（三重県木曽岬町）
⑩12月16日

参議院予算委員会
（参議院 第 1 委員会室）
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国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
室
に
額

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
室
に
額

警
察
の
父
「

警
察
の
父
「
川川か

わ
か
わ

路路じじ

利利と
し
と
し

良良よ
し
よ
し

」
の
言
葉

」
の
言
葉

自
民
党
参
院
第

自
民
党
参
院
第
22
次
公
認
候
補
者
を
決
定

次
公
認
候
補
者
を
決
定

京
都
選
挙
区
は
吉
井
あ
き
ら
氏

京
都
選
挙
区
は
吉
井
あ
き
ら
氏

国家公安委員長室に掲げられた
川路利良の言葉

吉
井
あ
き
ら
の

吉
井
あ
き
ら
の

支
援
の
輪
を
広
げ
て
下
さ
い

支
援
の
輪
を
広
げ
て
下
さ
い

12
月
22
日
、
自
民
党
選
挙
対
策
本
部
は
、
来

年
夏
に
行
わ
れ
る
参
議
院
選
挙
の
第
2
次
公
認

候
補
者
を
決
定
し
た
。
京
都
府
連
か
ら
申
請
の

あ
っ
た
吉
井
あ
き
ら
氏（
54
・
京
都
市
会
議
員
）

が
公
認
さ
れ
た
。

今
月
号
に
吉
井
あ
き
ら
後
援
会
紹
介
者
名
簿

を
同
封
致
し
ま
し
た
。
自
民
党
公
認
候
補
者
吉

井
あ
き
ら
氏
に
支
援
の
輪
を
一
層
大
き
く
広
げ

る
た
め
に
、
京
都
府
内
の
友
人
、
知
人
を
ご
紹

介
下
さ
い
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
致
し
ま
す

来
年
7
月
に
参
議
院
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ

ま
す
。
二
ノ
湯
事
務
所
で
は
、
秘
書
が
手
分
け

し
て
、
京
都
府
選
挙
区
か
ら
自
民
党
公
認
候
補

と
し
て
立
候
補
す
る
予
定
の
吉
井
あ
き
ら
氏
の

ポ
ス
タ
ー（
二
ノ
湯
さ
と
し
、
西
田
昌
司
、
吉
井

あ
き
ら
の
3
連
）を
貼
る
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
の
お
陰
で
、
ポ
ス

タ
ー
が
各
地
で
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
知
名
度
を
高
め
る
た
め
に

は
、も
っ
と
多
く
貼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
力
を
お
貸
し
下
さ
い
。

鹿
児
島
県
警
本
部
前
に
、
平
成
11
年
、「
日

本
警
察
の
父
」
川
路
利
良
の
銅
像
が
建
立
さ
れ

た
。
碑
に
は
、「
聲
無
き
に
聞
き
、
形
無
き
に

見
る
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
警
察

官
た
る
も
の
は
、
国
民
の
声
や
想
い
を
感
知

し
、
国
民
の
心
に
寄
り
添
う
べ
き
で
あ
る
と
い

う
教
え
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
も
警
察
官

の
活
動
指
針
と
な
っ
て
生
き
て
い
る
。

没
後
120
年
が
経
過
し
、
郷
里
鹿
児
島
に
お
い

今
年
も
あ
と
数
日
で
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
行
動
が
大
き

く
制
約
さ
れ
、
重
苦
し
い
1
年
で
し
た
。
そ

れ
で
も
11
月
末
頃
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
も

徐
々
に
収
ま
り
、
12
月
に
入
る
と
、
東
京
、

大
阪
も
極
端
に
減
り
、
今
年
の
年
末
は
小
規

模
の
忘
年
会
も
可
能
で
は
な
い
か
と
期
待
し

ま
し
た
が
、
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
確

認
、
そ
の
対
策
で
大
わ
ら
わ
の
昨
今
で
す
。

3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
が
収
ま
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
今

年
は
10
月
4
日
の
岸
田
内
閣
の
成
立
で
、
私

は
国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日
で
す

が
、
与
え
ら
れ
た
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る

覚
悟
で
す
。
正
月
元
旦
は
皇
居
で
の
新
年
祝

賀
の
儀
、
4
日
に
は
岸
田
総
理
と
の
伊
勢
神

宮
初
詣
と
、
来
年
も
な
か
な
か
多
忙
な
年
と

な
り
そ
う
で
す
。「
立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず
」、

政
治
家
最
後
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
を
し

た
い
も
の
で
す
。
新
年
が
平
和
で
安
定
し
た

年
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
健
康
、

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

令
和
3
年
12
月
末
日

国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

参
議
院
議
員　

二
之
湯
　
智

　
年
末
の
ご
挨
拶

て
、
よ
う
や
く
川
路

の
業
績
が
評
価
さ
れ

た
。
二
ノ
湯
議
員
が

国
家
公
安
委
員
長
に

就
任
、
二
ノ
湯
智
の

書
道
の
師
範
で
あ
る

日
展
書
家
高
見
廣
流

氏
か
ら
、
川
路
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。

来
年
１
月
号
は

　
　
休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、寒
さ
厳
し
き
折
、

お
身
体
を
ご
自
愛
の
ほ
ど

良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

現　
在

　
京
都
市
会
議
員（
当
選
回
数
：
4
回
）

　
京
都
市
監
査
委
員

　
京
都
橘
大
学
客
員
教
授

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
42
年
1
月
2
日　
山
科
区
生
ま
れ

昭
和
60
年
3
月　
洛
南
高
等
学
校　
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
京
都
産
業
大
学　
中
退

平
成
13
年　

�

自
民
党
京
都
府
第
2
選
挙
区
支
部
長
・

山
本
直
彦
秘
書

平
成
17
年　

��

衆
議
院
議
員
山
本
と
も
ひ
ろ
公
設
第
1

秘
書

平
成
19
年　
京
都
市
会
議
員
初
当
選

平
成
23
年　
京
都
市
会
・
教
育
福
祉
委
員
会
委
員
長

平
成
25
年　

�

自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
代
表
幹
事
・

京
都
市
会
運
営
委
員
会
理
事

平
成
27
年　

�

京
都
市
会
運
営
委
員
会
委
員
長

平
成
31
年　
自
民
党
京
都
府
連
幹
事
長

令
和
2
年　

�

京
都
市
会
・
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
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一
、
臨
時
国
会
が
終
わ
っ
た
。
対
決
法
案
も
な

く
終
始
穏
や
か
に
推
移
し
た
。
衆
参
予
算
委
員

会
で
の
私
へ
の
質
問
も
6
問
だ
け
だ
っ
た
。
年

明
け
の
通
常
国
会
に
備
え
て
、
年
末
年
始
は
宿

舎
に
こ
も
っ
て
、
所
管
事
項
に
関
す
る
勉
強
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
11
月
23
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
祝
日
。
戦

前
、
こ
の
日
は
新
嘗
祭
と
言
っ
て
祭
日
で
あ
っ

た
。
新
嘗
祭
と
は
、
天
皇
陛
下
が
五
穀
豊
穣
に

感
謝
し
、
国
の
平
和
と
国
民
の
安
寧
を
祈
ら
れ

る
儀
式
で
あ
る
。
私
も
お
招
き
を
受
け
、
参
列

し
た
が
、
誠
に
厳
か
な
行
事
で
あ
る
。

一
、
コ
ロ
ナ
感
染
数
も
減
少
し
、
収
束
に
近
づ

い
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い

う
変
異
株
が
入
っ
て
来
た
。
政
府
は
3
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
先
ず
、
医
療
従
事
者
、
高
齢

者
か
ら
始
め
る
意
向
で
あ
る
が
、
出
来
る
だ
け

早
く
多
く
の
国
民
に
、
接
種
し
て
も
ら
い
た

い
。

一
、
大
臣
に
な
っ
て
初
め
て
、
三
重
県
の
先
祖

代
々
の
墓
参
り
に
行
っ
た
。
親
戚
の
人
が
、
私

が
来
る
と
言
っ
た
の
で
、
墓
地
の
駐
車
場
に
市

長
、
県
会
議
員
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
歓
迎
し

て
く
れ
た
。
志
を
果
た
し
て
、
ふ
る
さ
と
に

帰
っ
た
気
分
に
な
っ
た
。

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
事
業
不
振
に
な
っ
た

企
業
に
、
従
業
員
の
雇
用
を
維
持
す
る
た
め

に
、
雇
用
調
整
助
成
金
制
度
が
あ
る
。
政
党
支

部
も
受
給
出
来
る
対
象
。
こ
の
制
度
を
使
っ

て
、
数
人
の
議
員
が
助
成
金
を
受
け
取
っ
て
い

た
。
国
民
は
こ
れ
を
ど
う
見
る
か
。

一
、
拉
致
被
害
者
家
族
会
の
飯
塚
繁
雄
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
。
妹
の
田
口
八
重
子
さ
ん
が
、
幼

い
子
ど
も
を
残
し
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
。

長
年
、
会
長
を
務
め
救
出
に
努
力
さ
れ
た
が
、

実
現
出
来
な
か
っ
た
。
関
係
者
も
高
齢
に
な

る
。
政
府
も
解
決
を
急
い
で
も
ら
い
た
い
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお

ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま

すようお願い申し上げます。
新政経懇話会

年会費　1口1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

カ
ン
フ
ル
剤
を
打
て
ば
活
力
を
取
り
戻
す

の
が
健
全
な
身
体
で
す
。
前
述
の
ア
メ
リ
カ

や
、
政
策
金
利
を
0
・
25
％
引
き
上
げ
る
こ
と

を
決
定
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
経
済
が
そ
う

で
す
。
し
か
し
日
本
の
場
合
は
カ
ン
フ
ル
剤
を

打
っ
て
も
正
常
化
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
に

依
存
し
手
放
せ
な
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
仮
に
今
の
わ
が
国
で
日
銀
が
金
融
緩
和
を

正
常
化
す
れ
ば
、
株
価
は
暴
落
し
実
体
経
済
に

も
大
き
な
影
響
が
出
る
で
し
ょ
う
。

わ
が
国
に
今
後
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
成
長
産

業
が
あ
る
の
か
、
減
少
し
続
け
る
労
働
生
産
人

口（
15
～
64
歳
の
人
口
）を
ど
う
手
当
て
す
る
の

か
、
縮
小
す
る
と
み
ら
れ
る
国
内
市
場
を
ど
う

維
持
・
成
長
さ
せ
て
い
く
か
、
減
少
し
続
け
る

国
民
所
得
を
ど
う
向
上
さ
せ
る
か
、
こ
う
し
た

本
質
的
な
課
題
に
こ
れ
ま
で
の
政
権
は
確
た
る

答
え
を
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
が
徐
々
に
収
束
に
向
か
い
世
界
各

国
に
お
い
て
急
速
に
需
要
が
戻
っ
て
い
る
中

で
、
日
本
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
る
構
図
と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
民
も
こ
う
し
た
縮
小
均
衡

に
慣
れ
つ
つ
あ
り
危
機
感
に
乏
し
い
の
が
現
実

で
す
が
、
政
治
家
を
は
じ
め
と
し
た
リ
ー
ダ
ー

た
ち
に
は
正
し
い
危
機
感
の
啓
蒙
と
知
的
な
奮

起
が
求
め
ら
れ
ま
す
。桜

美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
に
あ
た
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の

パ
ウ
エ
ル
議
長
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

金
融
緩
和
政
策
を
来
年
3
月
に
終
了
す
る
と
発

表
す
る
と
と
も
に
、
来
年
中
に
3
回
の
利
上
げ

を
行
う
見
通
し
も
示
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
経
済
が
復
調
す
る
中
で
、
モ
ノ
や
人
手
の
不

足
か
ら
物
価
が
急
上
昇
し
て
い
る
た
め
で
す
。

い
っ
ぽ
う
わ
が
国
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
長

ら
く
続
く
デ
フ
レ
を
克
服
す
る
た
め
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
始
動
し
て
以
来
、
日
銀
は
金
融
緩
和
策

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
国
債
の
発
行
を
事
実
上

引
き
受
け
、
年
間
12
兆
円
に
も
上
る
投
資
信
託

を
購
入
し
て
い
ま
す
。
17
日
の
政
策
決
定
会
合

で
黒
田
総
裁
は
、「
日
本
が
欧
米
の
よ
う
に
金

融
政
策
を
正
常
化
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

金
融
緩
和
と
は
い
わ
ば
経
済
の
「
カ
ン
フ
ル

剤
」。
体
力
を
落
と
し
た
経
済
に
対
す
る
一
時

的
な
刺
激
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
倍
総

理（
当
時
）も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
2
の
矢（
金
融

緩
和
）は
デ
フ
レ
を
脱
却
し
経
済
を
成
長
軌
道

に
乗
せ
る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
だ
と
述
べ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
一
向
に
そ
の
出
口
は
見
え
ま
せ

ん
。 日

本
の
経
済
は

日
本
の
経
済
は

正
常
化
で
き
る
か
？

正
常
化
で
き
る
か
？

京都市会議員時代から始めました
「お伊勢詣り」も今回が最後となります

参加ご希望の方は、
早急にお申込みください

伊勢神宮初詣のご案内

◇旅 行 日　令和4年1月10日（月・祝）
◇会　　費　13,000円

初詣実行委員会

◇昼食場所　戸田家


